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審 査 結 果 の 要 旨 

本研究は独自に作製したヒトAMIGO2に対する特異的モノクローナル抗体(rTNK1A0012）

を用い、免疫組織化学的に胃癌におけるAMIGO2の発現を解析し、胃癌における種々の転移

および臨床転帰との関連を解析したものである。その結果、胃癌組織でのAMIGO2高発現が

独立した予後不良因子であることを明らかにし、さらに肝転移と相関することを示してい

る。本論文の内容は、免疫組織化学的なAMIGO2の発現度で胃癌患者の予後を予測できるこ

とを初めて明らかにしたものである。胃癌におけるAMIGO2の発現度は患者の予後および肝

転移の発生を予測するのに有用で、胃癌の新規バイオマーカーとなる可能性があることを

示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 


